
Title 目撃者の証言に関する実験

Author(s) 仲, 真紀子

Description 2章 認知. トピック6

Relation 最新・心理学序説, 久保田圭伍, 野口京子編, ISBN: 4760825940, pp.52-53

Issue Date 2002-04

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/44696

Type book part

File Information SSJ2002_52-53.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



輯轟轟盟盛盛観

目撃者の証言に関する実験

事件の捜査や裁判において，目撃証

言の果たす役割は大きい。以下，知覚，

保持，想起の各段階に分けて，目撃証

言の信頼性を検討した実験やレビ、ユウ

を紹介する。

知覚段階:目撃者の視力，目撃時間，

対象の距離，明るさ，偶然目撃したの

か注意して見たのか等は，証言の信頼

性にかかわる重要な変数である。例え

ば厳島行雄らは現実の事件に基づき，

暗闇でE至上の人物が目撃されるという

事態を検討した。このような状況では

目撃証言の信頼性はきわめて低い

(Itsukushima， Y. et al.， in press)0ま

た，犯人が凶器を持っていたりショッ

キングな情景が繰り広げられた場合，

注意が凶器に集中したり(凶器注目効

果)，注意が阻察されることが知られ

ている(箱田裕司・大沼夏子， 2001)。

保持段階:記憶は時間とともに減衰

するので，事件から時間が経つほど証

言は不正徳になる。また，保持期間が

長くなると，他者との会話やメディア

情報により，記憶が変容する可能性も

高くなる。事後に読んだ報道記事の内

容が元の記憶と置き換わってしまう可

能性(事後情報効果:ギャリー，M ら，

2001)や，捜査過程で示される似顔絵

や被疑者の写真が目撃者の記憶を低下

させることも知られている (Naka，
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M. et al.， in presslo 

想起段階:捜査官が目撃者からどの

ように情報を引き出すかも，証言の信

頼性に影響を及ぽす。例えば捜査官の

威圧的な態度や， yes!no質問， A or 

B質問などのクローズド質問は誘導と

して機能しやすい (Gudjonsson，G. 

H.， 1987)。また，顔の識別には複数

の人物や写真から被疑者を選ぶライン

アップ(写真の場合はフォトラインア

ップ)が用いられるが，ラインアップ

を構成する人物や写真，教示 (rこの
中に犯人はいるかもしれないし，いな

いかもしれないJ)の有無払識別の

正確さに影響を及ぼす (Wells，G. L. 

& Bradfield， A. L.， 1999)。目撃者の

確信度が高くても，必ずしも識別が正

確だとはいえないことを示す実験もあ

る(浅井千絵， 2001)。

このように，目撃証言の正確さに影

響を及ぽす変数は多い。そのなかでも，

質問やラインアップの方法など，制度

や捜査側の工夫により統制できる変数

をシステム変数という。一方，目撃者

の能力や目撃状況などの統制できない

変数は推定変数と呼ばれる。欧米では

システム変数を明確にし，諸実験の成

果を取り入れ，正確な毘撃証言を得る

ためのガイドラインがつくられている。

わが国でもそのような取り組みが必要

ず
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(イ中 真紀子)
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